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【目的】 

橈骨神経の運動枝（深枝）すなわち後骨間神経は回外
筋浅層の近位辺縁部に形成される線維性のアーチ(以下、
Frohseのアーケード)をくぐり前腕、手指の伸筋群に枝を
送る。この解剖学的構造からFrohseのアーケードが後骨
間神経の絞扼性神経障害を惹起する因子であるとする報
告は散見される。一方Frohseのアーケード以外に、短橈
側手根伸筋近位部や橈側反回動脈、橈骨頭などが絞扼因
子に成り得ると考えられるがこれらに関する報告は少な
い。そこで今回、後骨間神経の絞扼因子について周囲組
織の解剖学的特徴を観察したので報告する。 
【対象】 

愛知医科大学医学部で研究に供されたご遺体7体11肢に
ついて調査を行った。内訳は男性2体3肢、女性5体8肢であ
り、右側5肢、左側6肢であった。 
【方法】 

上腕中央部で外側上腕筋間中隔より上腕屈側に回る橈
骨神経を同定し、腕橈骨筋、長・短橈側手根伸筋を手関節
部にて切離、橈側に翻転し後骨間神経のFrohseのアーケー
ド進入部位までを剖出した。短橈側手根伸筋近位部の形態、
後骨間神経と橈側反回動脈との交叉様式、前腕回内外運動
における後骨間神経と橈骨頭との位置関係について観察し
た。 
 

 
図１：後骨間神経の剖出 

 
 
 

【結果】 
１）短橈側手根伸筋近位部の形態 

線維性の腱膜が上腕筋腱あるいは上腕二頭筋腱と連結し
てアーチ様構造を形成するもの（２例）、線維性の腱膜を
形成するがアーチ状ではないもの（８例）、線維性の腱膜
を形成しないもの（１例）の3パターンが存在した。 
２）橈側反回動脈と後骨間神経の交叉様式 
 後骨間神経の深層を橈側反回動脈が通って交叉するもの
（10例）が多かった。短橈側手根伸筋枝が分岐するレベル
は交叉部より近位の例と遠位の例が存在した。 

 
３）後骨間神経と橈骨頭との位置関係 

肘関節伸展時、前腕回内位では後骨間神経は橈骨頭から
遠ざかり、回外するにつれて後骨間神経は橈骨頭に近づき
中間位では近接し、さらに最大回外位では後骨間神経が橈
骨頭に乗り上げる様子が観察された。 

【考察】 

短橈側手根伸筋近位部はその尺側にて後骨間神経と接す

るため、同部位に線維性腱膜が存在すると Frohse のアー

ケード同様に後骨間神経を圧迫する可能性がある。さらに

その形態がアーチ様を呈する例では前腕の回内外時に機械

的刺激が増大すると思われる。 

橈側反回動脈との交叉様式において、後骨間神経が浅層

を通る場合は深層から、深層を通る場合には浅層からの動

脈による圧迫が考えられる。また、この部位は橈骨頭と非

常に近接しているため、周囲軟部組織からの圧迫に加え、

肘関節屈曲伸展時および前腕回内外時に橈骨頭による突き

上げまたは摩擦などの機械的刺激を受けやすい状態にある

ことが分かる。 

 

図２：後骨間神経に加わる力 

【結論】 

１）Frohseのアーケードが後骨間神経の絞扼因子として最

も重要な因子と考えられる。 

２）短橈側手根伸筋近位部の形態、橈側反回動脈、橈骨頭

など周辺組織が補助的な絞扼因子として働くと考えられ

る。 
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